
「
日
書
」
に
見
え
る
巫
と
狂
と
の
關
係
に
つ
い
て

�

は
じ
め
に

　
「
巫
」
は
、
古
代
中
國
に
お
い
て
、
種
々
の
宗
敎
儀
禮
や
呪
術
を
行
う
宗
敎

能
者
の
一
種
で
あ
る
。
先
行
硏
究
の
多
く
は
、「
巫
」
を
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
の
一
形

態
と
見
な
す
こ
と
で
一
致
し
て
い
る
。

　
「
巫
」
に
つ
い
て
の
先
行
硏
究
で
は
、
初
朞
の
も
の
に
狩
野
直
喜
氏
の
「

那

上
代
の
巫
、
巫
咸
に
就
い
て（

１
）」・「

說
巫
補
遺（

２
）」・「

續
說
巫
補
遺（

３
）」

が
あ
る
。
こ
れ

ら
一
連
の
論
考
で
氏
は
、「
巫
」
を
「
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
に
外
な
ら
な
い（

４
）」

と
し
、

ウ
ラ
ル
ア
イ
タ
イ
ッ
ク
人
種
の
言
うKam

,am
a,Kam

en
と
同
一
の
語
源
で
あ

る
と
す
る（

５
）。

ま
た
、「
巫
は
ど
う
か
と
い
ふ
と
、
種
々
の

務
は
あ
れ
ど
、

神

が
尤
も
重
な
も
の
で
あ
る
。
祝
は
神
に
禱
る
も
の
で
あ
る
。
巫
に
神
が
乘
移
っ
た

時
丈
は
、

ち
神
で
あ
る
。
祝
は
文
辭
を
以
て
神
に

す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
學

問
が
あ
り
敎

が
あ
っ
た
事
は
想
像
さ
る
る
が
、
神
は
國
語
の
い
ふ
如
く
『
民
之

精
爽
不
攜
貳
者
』

ち
或
特
別
な
精
神
狀
態
を
㊒
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
よ
か
っ
た

の
で
あ
る
。
寧
ろ
無
敎

で
思
想
の
單
純
な
も
の
が
よ
か
っ
た
か
も
知
れ
ぬ（

６
）」

と

言
い
、「
祝
」
と
「
巫
」
と
の
相
違
を
說
朙
す
る
。
さ
ら
に
氏
は
、「
祝
は
典
禮
的

の
も
の
で
あ
る
に
反
し
、
巫
は
宗
敎
的
の
も
の
で
あ
る
。
祝
は
官
吏
と
し
て
祭
祀

に
奉
仕
す
る
の
が
役
目
で
あ
る
が
、
巫
は
官
吏
で
は
な
い
。
唯
一
種

神
の
術
を

知
り
、

人
の
吉
凶
禍
福
を
豫
言
し
て
、
一
般
の
信
仰
を
得
て
居
っ
た
。
…
…
結

局
巫
は
殷
の
時
代
に
は
大
臣
を
兼
ね
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
文
化
の
進
む
に
連

れ
、
典
禮
的
の
祝
（

し
く
は
宗
）
が
出
來
て
、
巫
は
段
々
民
閒
に
下
り
、
其
社

會
上
の
位
置
は
卑
け
れ
ど
、
猶
上
下
の
信
仰
を
得
て
居
た（

７
）。」

と
、「
巫
」
の
身
分

が
殷
代
か
ら
漸
次
低
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
指

し
て
い
る
。

　
「
巫
」
に
つ
い
て
の
先
行
硏
究
は
、
そ
の
多
く
が
狩
野
氏
の
硏
究
を
基
礎
と
し

て
い
る
。
特
に
、「
巫
」
を
シ
ャ
マ
ン
で
あ
る
と
す
る
點
に
つ
い
て
は
、
那
波
利

貞
氏
「
巫
祝
攷
源（

８
）」、

野
岩
友
氏（

９
）、

宮
川
尙
志
氏
「
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
と
衟
敎（

（（
（

」、

い
ず
れ
も
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
國
に
お
け
る
硏
究
で
も
、
李
零
氏
は
、

w
izard

・w
itch

やsham
an

な
ど
の
語
を
擧
げ
た
後
「
現
在
の
中
國
學
硏
究

者
は
、
最
後
に
擧
げ
たsham

anism

（

滿
敎
）
を
も
っ
て
廣
く
世
界
各
地
の
巫

術
を
指
す
こ
と
を
、
比
較
的
好
む
。sham

anism

は
、
と
り
わ
け
東
北
ア
ジ
ア

と
中
南
米
の
巫
術
を
指
し
、
そ
の
中
に
は
中
國
の
巫
術
も
含
ま
れ
る
。
彼
ら
は
、

こ
の
文
化
を
越
え
た
槪
念
に
基
づ
い
て
中
國
の
考
古
・

術
㊮
料
の
視
覺
的
な
形

象
を
解
讀
し
た
い
と
考
え
て
い
る（

（（
（

。」
と
述
べ
、
現
在
中
國
で
は
「
巫
」
が
シ
ャ

マ
ン
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指

す
る
。

「
日
書
」
に
見
え
る
巫
と
狂
と
の
關
係
に
つ
い
て

�

高
戶
　

聰
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湖
北
省
雲

縣
睡
虎
地
で
「
日
書
」
と
標
題
の
あ
る
秦

が
發
掘
さ
れ
て
か
ら
、

今
日
に
至
る
ま
で
各
地
で
陸
續
と
同
種
の
竹

が
出
土
し
て
い
る（

（（
（

。

　

睡
虎
地
秦

（
（（
（

・
放
馬
灘
秦

（
（（
（

・
孔
家
坡
漢

（
（（
（

の
そ
れ
ぞ
れ
の
「
日
書
」
の
中
に

は
、「
巫
と
爲
る
」
と
い
う
占
辭
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
の
記
述
は
、
そ
の
占
い
に

當
す
る
者
が
、
あ
る
日
、「
巫
」
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

　

右
の
「
巫
と
爲
る
」
と
い
う
占
辭
を
確
認
し
て
い
く
。
以
下
、『
睡
虎
地
秦

』・

『
天
水
放
馬
灘
秦

』・『
隨
州
孔
家
坡
漢

牘
』（
そ
れ
ぞ
れ
睡
虎
地
・
放
馬
灘
・

孔
家
坡
と
表
示
）
か
ら
、
篇
每
に
引
用
す
る
。
な
お
、
引
用
中
の
、（　

）
は
推
測

さ
れ
る
文
字
を
、
□
は

讀
不
能
を
、［　

］
は
竹

配
列
番
號
を
、
そ
れ
ぞ
れ

示
す
。

　

最
初
に
、
各
々
の
「
星
」
篇
か
ら
擧
例
す
る
。「
星
」
篇
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日

に
、
二
十
八
宿
を
割
り
當
て
、
當

の
日
に
割
り
當
て
ら
れ
た
星
宿
の
占
辭
で
占

う
も
の
で
あ
る
。

斗
、
利
祠
及
行
賈
賈
市
、
吉
。
取
妻
、
妻
爲
巫
。
生
子
、
不
盈
三
歲
死
。
可

以
攻
伐
。［804

上
段
］（
斗
宿
の
日
は
、
祭
祀
と
行
商
・
市
場
で
の
商
い
に
利
が
あ

り
、
吉
で
あ
る
。
こ
の
日
に
妻
を
娶
る
と
、
そ
の
妻
は
巫
と
な
る
。
子
を
產
む
と
、

そ
の
子
は
三
歲
に
な
ら
な
い
う
ち
に
死
ぬ
。
攻
伐
す
る
の
に
よ
い
。）（
睡
虎
地
・
甲
）

　

右
に
擧
げ
た
睡
虎
地
秦

「
日
書
」
甲
種
で
は
、
斗
宿
の
日
に
「
妻
を
娶
る

と
、
そ
の
妻
は
巫
に
な
る
」
と
さ
れ
る
。
な
お
斗
宿
の
占
辭
は
、
睡
虎
地
秦

「
日
書
」
の
乙
種
で
も
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る（

（（
（

。

　

一
方
、
孔
家
坡
漢

の
「
日
書
」
星
篇
の
斗
宿
の
占
辭
で
は
、

十
一
⺼
斗
、利
祠
及
行
賈
市
、吉
。
取
（
娶
）
妻
、妻
（
爲
）
□
□
□
。
□
（
以
）

生
子
、
不
盈
三
歲
死
。
可
以
□
（
攻
）
伐
、
入
奴
婢
、
馬
牛
。［
56
］（
十
一
⺼

の
斗
宿
の
日
は
、
祭
祀
と
行
商
・
市
場
の
商
い
に
利
が
あ
り
、
吉
で
あ
る
。
こ
の
日

　

筆
者
は
先
に
、「
巫
」
を
シ
ャ
マ
ン
と
呼
ぶ
こ
と
の
當
否
を
檢
討
し
た（

（（
（

。
エ
リ

ア
ー
デ
氏
は
、『
國
語
』
楚
語
の
記
載
か
ら
、
脫
魂
型
シ
ャ
マ
ン
が
古
代
中
國
に

も
存
在
し
た
と
主
張
す
る（

（（
（

。
一
方
で
、
宮
川
氏
は
、『
國
語
』
楚
語
の
原
文
と
エ

リ
ア
ー
デ
氏
の
譯
を
對
照
し
「
巫
」
が
憑
依
や
脫
魂
を
し
た
こ
と
が
實
證
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
る
と
認
め
た
上
で
、「
巫
」
を
シ
ャ
マ
ン
と
譯
し
て
何
ら

は
な

い
と
す
る（

（（
（

。
し
か
し
矢
田
尙
子
氏
は
、
エ
リ
ア
ー
デ
氏
が
依
っ
た
デ
フ
ロ
ー
ト
氏

の
『
國
語
』
楚
語
譯
の
誤
り
を
指

し
た
上
で
、「「
脫
魂
」
こ
そ
が
普
遍
的
、
根

源
的
な
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
本
質
で
あ
る
と
い
う
エ
リ
ア
ー
デ
氏
の
シ
ャ
ー
マ
ニ

ズ
ム
論
は
、
以
上
の
よ
う
に
少
な
く
と
も
中
國
に
お
い
て
は
、
文
獻
に
確
た
る
根

據
を
求
め
難
い
も
の
で
あ
る（

（（
（

」
と
す
る
。
ま
た
、
宮
川
氏
の
言
う
よ
う
に
、
脫
魂

や
憑
依
と
い
う
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
に
と
っ
て
中
心
的
な
行
爲
が
な
く
て
も
シ
ャ
マ
ン

と
呼
ん
で
よ
い
の
な
ら
ば
、
某
か
の
呪
術
・
宗
敎
行
爲
に
携
わ
る
者
な
ら
ば
、

誰
で
も
シ
ャ
マ
ン
と
呼
ん
で
差
し

え
な
い
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
で
は

「
巫
」
と
そ
れ
以
外
の
宗
敎
者
で
あ
る
「
祝
」・「
宗
」・「
卜
」・「
史
」
と
の
違
い

を
、
曖
昧
に
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
で
は
、
ひ
と
た
び
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
と
い
う

點
か
ら
離
れ
て
み
た
場
合
、

「
巫
」
を
、
そ
の
他
の
宗
敎

能
者
か
ら
差
別
化
し
、
特
徵
付
け
る
も
の
と
は
何

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
小
論
で
は
、
こ
の
疑
問
に
答
え
る
べ
く
、
ま
ず
、
出
土
文

獻
で
あ
る
「
日
書
」
に
散
見
さ
れ
る
「
巫
と
爲
る
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
確
認
す

る
。
次
に
、
こ
の
「
巫
と
爲
る
」
こ
と
と
「
狂
」
と
の
關
係
を
、
傳
世
文
獻
を
用

い
て
考
察
し
て
い
く
。

一　
「
日
書
」
に
記
さ
れ
る
「
巫
」

　
「
日
書
」
と
は
、
出
行
・
仕
官
・
建
物
の
修
築
の
日
時
や
井
戶
・
倉
・
門
の
配

置
な
ど
の
吉
凶
が
記
さ
れ
た
、
占
い
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
書
で
あ
る
。
一
九
七
五
年
に



「
日
書
」
に
見
え
る
巫
と
狂
と
の
關
係
に
つ
い
て

�

「
高
門
」・「
大
吉
門
」
の
四
ヶ
所
に
現
れ
る
。
ま
ず
、「
則
光
門
」
か
ら
見
て
い
こ

う
。
放
馬
灘
秦

の
「
日
書
」
か
ら
、
以
下
に
引
用
す
る
。

則
光
門
、
其
主
必
昌
［
乙
6
下
段
］、
好（

（（
（

歌
舞
、
必
柁
衣
常
（
裳
）、
十
六
歲
更
、

不

（
也（

（（
（

）、
必
爲
巫
。［
乙
7
下
段
］（
則
光
門
、
そ
の
主
人
は
必
ず
榮
え
、
歌
舞

を
好
み
、
豪

な
衣
服
を
着
る
、
し
か
し
、
十
六
年
で
（
住
居
を
）
改
め
よ
、
そ
う

し
な
け
れ
ば
、
必
ず
巫
と
な
る
。）（
放
馬
灘
）

　

占
辭
で
は
、「
則
光
門
」
の
主
人
は
榮
え
る
が
、
十
六
年
で
住
居
を
改
め
な
け

れ
ば
、「
必
ず
巫
と
爲
る
」
と
占
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
睡
虎
地
秦

「
日
書
」

甲
種
で
は
、「
巫
と
爲
る
」
の
で
は
な
く
、「
狂
う
」
と
さ
れ
る
。

則
光
門
、
其
主
昌
、
柁（

（（
（

衣
常
（
裳
）、
十
六
歲
弗
更
、
乃
狂
。［848

中
段
］（
則

光
門
、
そ
の
家
の
主
人
は
榮
え
て
、
襟
に
縫
い
取
り
の
あ
る
豪

な
服
を
着
る
、
し

か
し
十
六
年
で
（
住
居
を
）
改
め
な
け
れ
ば
、
狂
う
。）（
睡
虎
地
・
甲
）

　

睡
虎
地
秦

の
同
じ
く
「
則
光
門
」
の
占
辭
だ
が
、
放
馬
灘
秦

で
「
十
六
歲

更
、
不

（
也
）、
必
爲
巫
」
に
作
る

分
を
、
睡
虎
地
秦

で
は
「
十
六
歲
弗

更
、
乃
狂
。」
に
作
っ
て
い
る
。

　
『
隨
州
孔
家
坡
漢

牘
』
で
は
、
如
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、「
巫
乃
狂
」
の
三

字
を
補
っ
て
い
る
。

則
光
門
、必
昌
。
好
歌
舞
、必
施（

（（
（

衣
常
（
裳
）、十
六
歲
弗
更
、不
爲
□
□
□
（
巫

乃
狂
）。［280

下
段
］（
則
光
門
、
そ
の
家
は
必
ず
榮
え
る
。
歌
舞
を
好
ん
で
、
豪

な
衣
服
を
着
る
だ
ろ
う
、
し
か
し
、
十
六
年
で
（
住
居
を
）
改
め
ず
、
巫
と
な
ら
な

け
れ
ば
必
ず
狂
う
。）（
孔
家
坡
）

　

引
用
し
た
よ
う
に
、
孔
家
坡
漢

の
「
日
書
」
で
は
、「
不
爲
」
の
後
の

讀

不
能
な
箇
所
に
「
巫
乃
狂
」
の
三
字
を
補
い
、「
巫
と
な
ら
な
け
れ
ば
必
ず
狂

う
」
と
解
釋
し
て
い
る
。

　

次
に
、「
屈
門
」
に
あ
る
用
例
を
見
る
。
睡
虎
地
秦

「
日
書
」
甲
種
で
は
、

に
妻
を
娶
る
と
、
そ
の
妻
は
□
□
、
斗
宿
は
□
を
司
る
。
子
を
產
む
と
、
そ
の
子
は

三
歲
に
な
ら
な
い
う
ち
に
死
ぬ
。
攻
伐
す
る
の
に
よ
い
、
奴
婢
や
牛
馬
を
入
れ
る
の

に
よ
い
。）（
孔
家
坡
）

と
あ
る
。
孔
家
坡
漢

で
は
、
睡
虎
地
秦

の
「
妻
爲
巫
」
の
箇
所
が
缺

し
て

讀
不
能
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、『
隨
州
孔
家
坡
漢

牘
』
㊟
釋
は
「
據

文
例
及
睡
虎
地
秦

，
此
句
應
作
「
妻
爲
巫
，
司
□
」。」
と
記
し
、「
妻
爲
巫
」

と
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
い
ず
れ
も
、
斗
宿
の
日
に
妻
を
娶
る
と
、
そ
の
妻
が

「
巫
」
に
な
る
、
と
占
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
星
」
篇
の
中
で
「
巫
と
爲
る
」
と
い
う
占
辭
が
あ
る
の
は
、
斗
宿
だ
け
で
は

な
い
。
翼
宿
の
日
に
も
、「
巫
と
爲
る
」
と
い
う
占
辭
が
見
え
る
。
以
下
に
、
睡

虎
地
秦

「
日
書
」
星
篇
の
翼
宿
の
占
辭
を
擧
げ
る
。

翼
、
利
行
。
不
可
臧
。
以
祠
、
必
㊒
火
起
。
取
（
娶
）
妻
、
必

。
生
子
、

男
爲
見
（
覡
）、（
女
）
爲
巫
。［823

上
段
］（
翼
宿
の
日
は
、
出
行
に
利
が
あ
る
。

し
て
は
い
け
な
い
。
こ
の
日
に
祭
祀
を
行
う
と
、
必
ず
火
災
が
發
生
す
る
。
妻

を
娶
る
と
、
そ
の
妻
は
必
ず

て
ら
れ
る
、
子
を
產
む
と
、
男
で
あ
れ
ば
覡
と
な
り
、

女
で
あ
れ
ば
巫
と
な
る
。）（
睡
虎
地
・
甲
）

　

翼
宿
の
日
に
子
を
產
む
と
、
そ
の
子
が
「
男
で
あ
れ
ば
覡
と
な
り
、
女
で
あ
れ

ば
巫
と
な
る
」
と
い
う
。
睡
虎
地
秦

「
日
書
」
乙
種（

（（
（

と
、
孔
家
坡
漢

（
（（
（

で
も
、

や
は
り
翼
宿
の
日
に
生
ま
れ
た
女
の
子
は
「
巫
」
に
な
る
、
と
占
わ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、「
日
書
」
の
「
直
（
置
）
室
門
」（
以
下
「
置
室
門
」
と
呼
稱
）
篇
か
ら
、

「
巫
と
爲
る
」
と
い
う
占
辭
の
例
を
擧
げ
る
。
な
お
「
置
室
門
」
篇
と
は
、
工

元
男
氏
に
據
れ
ば
「
占
辭
は
城
壁
に
穿
た
れ
た
各
門
に
面
す
る
家
屋
の
住
人
が
、

そ
れ
ぞ
れ
い
か
な
る
禍
福
が
あ
る
の
か
を
、
城
南
最
東
の
寡
門
を
起
點
と
し
て
時

計
回
り
に
說
朙
し
た
も
の
で
あ
る
。」
と
さ
れ
る（

（（
（

。

　
「
置
室
門
」
で
は
、「
巫
と
爲
る
」
と
い
う
占
辭
が
、「
則
光
門
」・「
屈
門
」・
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財
貨
が
し
ば
し
ば
無
く
な
る
。
必
ず
巫
と
な
る
。
十
三
年
し
て
（
住
居
を
）
改
め
よ
。）

（
孔
家
坡
）

と
あ
る
。
そ
の
家
の
主
人
が
、「
嗇
夫
」
す
な
わ
ち
村
役
人
に
な
る
だ
ろ
う
と
言

わ
れ
た
後
に
、「
必
ず
巫
と
な
る
」
と
占
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
の
み
で
は
、「
巫
」

と
な
る
の
が
主
人
か
ど
う
か

然
と
し
な
い
が
、
睡
虎
地
秦

の
「
大
吉
門
」
の

占
辭
か
ら
推
測
す
る
と
、
や
は
り
「
巫
」
と
な
る
の
は
主
人
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

　

さ
ら
に
、「
生
子
」
篇
に
も
、「
巫
と
爲
る
」
と
い
う
占
辭
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
。「
生
子
」
篇
は
、
子
の
生
ま
れ
た
日
の
占
辭
に
よ
っ
て
占
う
も
の
で
あ

る
。

庚
寅
生
、女
子
爲
巫
。［1137

］（
庚
寅
の
日
に
生
ま
れ
、女
子
な
ら
ば
巫
と
な
る
。）

（
睡
虎
地
・
乙
）

　

庚
寅
の
日
に
生
ま
れ
た
女
子
が
、「
巫
と
爲
る
」
だ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
ま
た
、

別
の
日
の
占
辭
で
も
、
生
ま
れ
た
女
が
「
巫
と
爲
る
」
と
す
る
も
の
が
見
ら
れ

る
。
以
下
に
、
三
例
列
擧
し
よ
う
。

□
□
□
（
丑
生
子
）
…
（
斷

）
…
死
、史（

（（
（

。
六
十
八
年
以
㆛
寅
死
。
女
二
日
、

一
⺼
不（

（（
（

。
必
爲
巫
。
五
十
六
年
以
㆛
寅
死
。［380

下
段
］（
丑
の
日
に
生
ま
れ

た
子
は
、
…
（
斷

）
…
死
な
ず
、
吏
と
な
る
。
六
十
八
年
し
て
㆛
寅
の
日
に
死
ぬ
。

女
は
二
日
、
一
⺼
に
は
死
な
な
い
。
必
ず
巫
と
な
る
。
五
十
六
年
し
て
㆛
寅
の
日
に

死
ぬ
。）（
孔
家
坡
）

辰
生
子
、
七
日
、
三
⺼
不
死
、
多
病
。
一
十
三
年
以
辛
卯
死
。
女
三
日
、
五

⺼
不
死
。
爲
巫
、
七
十
二
年
以
壬
午
死
。
女
復
寡
。［383

下
段
］（
辰
の
日
に

生
ま
れ
た
子
は
、
七
日
、
三
⺼
に
は
死
な
な
い
が
、
多
病
で
あ
る
。
十
三
年
し
て
辛

卯
の
日
に
死
ぬ
。
女
な
ら
ば
三
日
、
五
⺼
に
は
死
な
な
い
。
巫
と
な
り
、
七
十
二
年

屈
門
、
其
主
昌
富
、
女
子
爲
巫
、
四
歲
更
。［849

中
段
］（
屈
門
、
そ
の
家
の

主
人
は
富
み
榮
え
、女
子
は
巫
と
な
る
、四
年
で
（
住
居
を
）
改
め
よ
。）（
睡
虎
地
・
甲
）

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
屈
門
」
の
屋
旉
の
「
女
子
」
が
「
巫
と
爲
る
」
だ
ろ
う

と
さ
れ
る
。
一
方
で
、
放
馬
灘
漢

の
「
屈
門
」
の
占
辭
で
は
、「
巫
」
に
言
及

し
な
い（

（（
（

。
し
か
し
、
孔
家
坡
漢

の
「
屈
門
」
の
占
辭
で
は
、

屈
門
、
必
昌
以
富
。
婦
女

（
（（
（

族
人
婦
女
、
是
胃
（
謂
）
鬼
責
門
。
三
歲
弗
更

必
爲
巫
。［281
下
段
］（
屈
門
、
そ
の
家
の
主
人
は
必
ず
富
み
榮
え
る
。
そ
の
家
の

女
性
は
親
族
の
女
性
に
嫉
妬
す
る
、
こ
れ
を
鬼
責
門
と
言
う
。
三
年
で
（
住
居
を
）

改
め
な
け
れ
ば
必
ず
巫
と
な
る
。）（
孔
家
坡
）

と
あ
る
。
や
は
り
、「
三
年
で
（
住
居
を
）
改
め
な
け
れ
ば
必
ず
巫
と
な
る
」
と
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

　
「
高
門
」
と
「
大
吉
門
」
の
占
辭
で
も
、「
則
光
門
」
の
占
辭
と
同

、
家
の
主

人
が
「
巫
」
に
な
る
と
す
る
も
の
が
見
え
る
。
そ
れ
ぞ
れ
睡
虎
地
秦

「
日
書
」

甲
種
か
ら
、
以
下
に
引
用
し
よ
う
。

高
門
、
宜
豕
。
五
歲
弗
更
、
其
主
且
爲
巫
。［850
下
段
］（
高
門
、
ブ
タ
を
飼

す
る
の
に
良
い
。
五
年
で
（
住
居
を
）
改
め
な
け
れ
ば
、
そ
の
家
の
主
人
は
巫
と

な
る
だ
ろ
う
。）（
睡
虎
地
・
甲
）

大
吉
門
、
宜
錢
金
而
入
易
虛
、
其
主
爲
［851

下
段
］
巫
、
十
二
歲
更
。［852

下
段
］（
大
吉
門
、
金
錢
に
良
い
が
入
っ
て
き
た
金
錢
は
容
易
に
無
く
な
る
、
そ
の
家

の
主
人
は
巫
と
な
る
、
十
二
年
で
（
住
居
を
）
改
め
よ
。）（
睡
虎
地
・
甲
）

　
「
高
門（

（（
（

」・「
大
吉
門
」
い
ず
れ
の
占
辭
で
も
、「
そ
の
家
の
主
人
は
巫
と
な
る
」

と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
孔
家
坡
漢

の
「
大
吉
門
」
に
は
、

大
吉
門
、
宜
車
馬
。
必
爲
嗇
夫
。
貨
數
虛
。
必
爲
巫
。
十
三
年
而
更
。［282

下
段
］（
大
吉
門
、車
馬
を
養
う
の
に
良
い
。
そ
の
家
の
主
人
は
必
ず
村
役
人
と
な
る
。
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か
は
不
朙
だ
が
、「
巫
と
爲
る
」
と
占
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、「
巫
と
爲
る
」
に
は
、
ど
う
い
う
經
緯
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
。『
國
語
』
楚
語（

（（
（

で
は
、「
巫
」
と
は
「
精き

よ

く
爽あ

か

る
く
貳

ふ
た
ご
こ
ろを

携

か
」
ず
「
能
く
齊
し
く
肅
み
正
し
き
に
衷あ

た
り
、
其
の
智
は
能
く
上
下
に
比
べ
義は

か

り
、
其
の
聖
は
能
く
光ひ

ろ

く
遠
く
宣あ

朗き

ら
か
に
し
て
、
其
の
朙
は
能
く
之
を
光
照

し
、
其
の
聰
は
能
く
之
を
聽
徹
」
す
る
者
に
、
朙
神
が

っ
て
「
巫
」
や
「
覡
」

に
な
る
の
だ
、
と
言
う
。

　

つ
ま
り
、「
巫
」
は
「
朙
神
」
が

る
と
い
う
言
わ
ば
神
祕
體
驗
に
よ
っ
て

「
巫
」
と
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

後
代
の
㊮
料
に
な
る
が
、
神
祕
體
驗
を
伴
う
「
巫
」
の
具
體
的
な
姿
を
、
六
朝

志
怪
小
說
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
に
、『
搜
神
記
』
か
ら
引
用
し
よ
う
。

戴
氏
の
女
は
、
久
し
く
病
に

し
ん
で
い
た
。

豫

㊒
戴
氏
女
、久
病
不
瘥
。
見
一
小
石
形
像
偶
人
、女
謂
曰
、「
爾
㊒
人
形
、

豈
神
。
能
差
我
宿
疾
者
、吾
將
重
汝
」。
其
夜
、
㊒
人
吿
之
、「
吾
將
祐
汝
」。

自
後
疾
漸
差
。
遂
爲
立
祠
山
下
。
戴
氏
爲
巫
。
故
名
戴
侯
祠
。
出『
搜
神
記
』。

（
豫

に
戴
氏
の
女
㊒
り
、久
し
く
病
瘥
え
ず
。
一
小
石
の
形
像　

人
に
偶
た
る
を
見
、

女
謂
い
て
曰
く「
爾
に
人
形
㊒
り
、豈
に
神
な
ら
ん
か
。
能
く
我
が
宿
疾
を
差
や
さ
ば
、

吾
れ
將
に
汝
を
重
ん
ぜ
ん
と
す
」
と
。
其
の
夜
、
み
る
に
人
㊒
り
て
之
に
吿
ぐ
「
吾

れ
將
に
汝
を
祐
け
ん
と
す
」と
。
自
後
疾
漸
く
差
ゆ
。
遂
に
爲
に
祠
を
山
の
下
に
立
つ
。

戴
氏
は
巫
と
爲
る
。
故
に
戴
侯
祠
と
名
づ
く
。『
搜
神
記
』
に
出
づ
。）（『
太
平
廣
記
』

卷
二
九
四
「
戴
氏
女

（
（（
（

」）

　

戴
氏
の
女
は
、
人
の
形
を
し
た
石
を

に
見
て
病
が
癒
え
る
と
い
う
神
祕
體
驗

を
經
て
、
祠
を
奉
じ
る
「
巫
」
に
な
っ
て
い
る（

（（
（

。

　
『
國
語
』
楚
語
と
『
太
平
廣
記
』
所
引
の
『
搜
神
記
』
か
ら
、「
日
書
」
に
見
え

る
「
巫
と
爲
る
」
と
は
、
あ
る
者
が
、
あ
る
日
な
に
が
し
か
の
神
祕
體
驗
を
經

し
て
壬
午
の
日
に
死
ぬ
。
女
は
二
度
寡
婦
と
な
る
。）（
孔
家
坡
）

□
□
□
（
酉
生
子
）、
九
⺼
（
日
）、
二
⺼
不
死
。
狂
。
卌
三
年
以
㆛
子
死
。

女
一
日
、
四
⺼
不
死
。
爲
大
巫
、
卅
九
年
以
丁
丑
死
。［388

下
段
］（
酉
の
日

に
生
ま
れ
た
子
は
、
九
日
、
二
⺼
に
は
死
な
な
い
。
狂
う
。
四
十
三
年
し
て
㆛
子
の

日
に
死
ぬ
。
女
な
ら
ば
一
日
、
四
⺼
に
は
死
な
な
い
。
大
巫
と
な
り
、
三
十
九
年
し

て
丁
丑
の
日
に
死
ぬ
。）（
孔
家
坡
）

　

丑
・
辰
・
酉
の
そ
れ
ぞ
れ
の
日
に
生
ま
れ
た
女
が
、「
巫
」
と
な
る
と
さ
れ

る（
（（
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
日
書
」
で
は
、
あ
る
者
が
「
巫
と
爲
る
」
と
占
わ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。「
巫
」
と
な
る
者
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
場
合
、「
妻
」
や
「
女

子
」
な
ど
の
女
性
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
た
だ
「
置
室
門
」
の
「
則
光
門
」・「
高

門
」・「
大
吉
門
」
の
占
辭
で
は
、
そ
の
屋
旉
の
主
人
す
な
わ
ち
男
性
が
「
巫
と
爲

る
」
と
さ
れ
る
。

　
「
巫
」
が
女
性
で
あ
る
か
男
性
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
先
行
硏
究（

（（
（

で
も
夙
に
言

及
さ
れ
、
ま
た
拙
稿（

（（
（

で
も
指

し
た
通
り
、『
國
語
』
楚
語
下（

（（
（

で
は
「
男
に
在
り

て
は
覡
と
曰
い
、
女
に
在
り
て
は
巫
と
曰
う
」
と
さ
れ
、
男
女
で
呼
び
分
け
て
い

る
。
歬
揭
し
た
睡
虎
地
秦

「
星
」
篇
の
翼
宿
の
占
辭
に
も
「
子
を
生
ま
ば
、

男
は
覡
と
爲
り
、
女
は
巫
と
爲
る
。（
生
子
、
男
爲
見
（
覡
）、（
女
）
爲
巫
。）」
と

あ
り
、
や
は
り
男
女
で
呼
び
分
け
が
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
「
置
室
門
」
篇

で
は
、
屋
旉
の
主
人
す
な
わ
ち
男
性
が
、「
巫
と
爲
る
」
と
さ
れ
て
い
た
。
恐
ら

く
、「
巫
」
と
「
覡
」
の
呼
び
分
け
は
、
必
ず
し
も
嚴
密
な
も
の
で
は
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
睡
虎
地
秦

・
放
馬
灘
漢

・
孔
家
坡
漢

い
ず
れ
の
「
日

書
」
で
も
、
あ
る
日
そ
れ
ま
で
普
通
の
民
閒
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
唐
突
か
ど
う
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二　

傳
世

獻
に
見
え
る
「
狂
」
と
「
巫
」

　

そ
れ
で
は
、「
狂
」
と
「
巫
」
は
ど
の
よ
う
に
關
係
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

本

で
は
、
傳
世
文
獻
に
見
え
る
「
狂
」
と
「
巫
」
を
確
認
し
て
い
く
。

　

ま
ず
『
史
記
』
淮
陰
侯
列
傳
に
は
、

通
が
「
詳よ

う

狂
し
て
巫
と
爲
る
」
と
す
る

記
述
が
見
え
る
。

　

通
は
淮
陰
侯
・
韓
信
に
仕
え
、
韓
信
は
漢
の
高
祖
・
劉
邦
に
仕
え
て
い
た
。

し
か
し
、

通
は
韓
信
に
對
し
て
、
漢
を
裏
切
る
よ
う
、
し
ば
し
ば
具
申
す
る
。

後
數
日
、

通
復
說
曰
、「
夫
聽
者
事
之
候
也
、
計
者
事
之
機
也
、
聽
過
計

失
而
能
久
安
者
、
鮮
矣
。
…
…
夫
功
者
難
成
而
易
敗
、
時
者
難
得
而
易
失
也
。

時
乎
時
、不
再
來
。願
足
下
詳
察
之
」。韓
信
猶
豫
不
忍

漢
、
自
以
爲
功
多
、

漢
終
不
奪
我
齊
、
遂
謝

通
。

通
說
不
聽
、
已
詳
狂
爲
巫
。（
後
數
日
し
て
、

通
復
た
說
き
て
曰
く
、「
夫
れ
聽
く
は
事
の
候き

ざ
しな

り
、
計
は
事
の
機
な
り
、
聽
く
こ

と
過
ち
計
失
い
て
能
く
久
し
く
安
ん
ず
る
者
は
、
鮮
し
。
…
…
夫
れ
功
は
成
り
難
く

し
て
敗
れ
易
し
、時
は
得
難
く
し
て
失
い
易
き
な
り
。
時
よ
時
よ
、再
び
は
來
た
ら
ず
。

願
う
ら
く
は
足
下　

之
を
詳
察
せ
ん
こ
と
を
」
と
。
韓
信　

猶
豫
し
て
漢
に

く
に

忍
び
ず
、

た
自
ら
功
多
く
、
漢
終
に
我
が
齊
を
奪
わ
ず
と
以お

爲も

い
、
遂
に

通
に

謝
す
。

通　

說
聽
か
れ
ず
、
已
に
し
て
詳
狂
し
て
巫
と
爲
る
。）（『
史
記

（
（（
（

』
淮
陰
侯

列
傳
）

　

結
局
、
韓
信
は
「
猶
豫
し
て
漢
に

く
に
忍
び
ず
、

た
自
ら
功
多
く
、
漢
終

に
我
が
齊
を
奪
わ
ず
と
以お

爲も

い
」、

通
の
進
言
を
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
、
身
の
危
險
を
感
じ
た

通
は
、「
說
聽
か
れ
ず
、
已
に
し
て
詳
狂
し
て
巫
と

爲
」
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
『
史
記
』
淮
陰
侯
列
傳
が
述
べ
る

通
の
「
狂
」
は
、
あ
く
ま
で
も
僞
り
の

「
狂
」
で
あ
る
が
、
僞
り
と
見
破
ら
れ
な
い
た
め
に
は
、「
狂
っ
た
擧
げ
句
に
巫
と

て
、「
巫
」
と
し
て
の
自
覺
を
持
ち
行
動
す
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
意

味
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
日
書
」
の
う
ち
、
睡
虎
地
秦

と
放
馬
灘
秦

は
戰
國
最
末
朞
か
ら
秦
代
の

も
の
で
あ
り
、
孔
家
坡
漢

は
歬
漢
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
睡
虎
地
と
孔
家
坡

は
楚
の
故
地
で
あ
り
、
放
馬
灘
は
秦
の
故
地
で
あ
る
。
こ
れ
ら
出
土
文
獻
の
「
日

書
」
に
見
ら
れ
る
「
巫
」
に
對
す
る

念
は
、
相
當
廣
く
長
く
存
在
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
神
祕
體
驗
を
經
る
過
程
に
お
い
て
、
何
が
「
巫
」
の
身
に
起
こ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
歬
述
し
た
よ
う
に
、「
置
室
門
」
篇
の
「
則
光
門
」
の
占
辭
で

は
、「
狂
」
と
「
巫
」
が
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
現
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、『
孔
家
坡

漢

牘
』
の
「
則
光
門
」
の
占
辭
で
は
、
睡
虎
地
秦

と
放
馬
灘
漢

を
踏
ま

え
た
上
で
、「
巫
乃
狂
」
の
三
文
字
を
復
元
し
て
い
る
。
以
下
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

「
則
光
門
」
の
占
辭
を
再
揭
し
よ
う
。

則
光
門
、
其
主
昌
、
柁
衣
常
（
裳
）、
十
六
歲
弗
更
、
乃
狂
。（
睡
虎
地
・
甲
）

則
光
門
、
其
主
必
昌
、
好
歌
舞
、
必
柁
衣
裳
、
十
六
歲
更
、
不

也
、
必
爲

巫
。（
放
馬
灘
）

則
光
門
、必
昌
。
好
歌
舞
、必
施
衣
裳
（
裳
）、十
六
歲
弗
更
、不
爲
□
□
□
（
巫

乃
狂
）。（
孔
家
坡
）

　

睡
虎
地
秦

で
「
十
六
歲
弗
更
、
乃
狂
」
と
す
る
箇
所
を
、
放
馬
灘
秦

で
は

「
十
六
歲
更
、
不
也
、
必
爲
巫
」
と
し
て
お
り
、「
狂
う
」
こ
と
が
「
巫
と
爲
る
」

こ
と
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
孔
家
坡
漢

の
「
十
六
歲
弗
更
、
不
爲

□
□
□
」
の

讀
不
能
の

分
に
、『
隨
州
孔
家
坡
漢

牘
』
の
釋
文
は
「
巫

乃
狂
」
の
三
文
字
を
復
元
し
、「
巫
と
な
ら
な
け
れ
ば
狂
う
だ
ろ
う
」
と
解
釋
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、「
狂
」
と
「
巫
」
が
何
ら
か
の
關
係
を
㊒
し
て
い

た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。



「
日
書
」
に
見
え
る
巫
と
狂
と
の
關
係
に
つ
い
て

�

　

こ
の
「
齊
巫
」
と
似
た
例
を
、『
漢
書
』
王

傳
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
王

が
漢
の
帝
位
を
簒
奪
し
た
年
、
長
安
の
女
子
・
碧
に
漢
の
高
祖
が
憑
依

し
て
、
國
を
﨤
還
す
る
よ
う
王

に
要
求
す
る
。
こ
の
時
、
碧
は
「
狂
女
子
」
と

稱
さ
れ
て
い
る
。

是
歲
、
長
安
狂
女
子
碧
呼
衟
中
曰
、「
高
皇
帝
大
怒
、
趣
歸
我
國
。
不
者
、

九
⺼
必
殺
汝
」。

捕
殺
之
。
治
者
掌
寇
大
夫
陳
成
自
免
去
官
。
眞
定
劉

都
等
謀
舉
兵
、
發
覺
、
皆
誅
。
眞
定
常
山
大
雨
雹
。（
是
の
歲
（
始
建
國
元
年
）

長
安
の
狂
女
子
碧　

衟
中
に
呼さ

け

び
て
曰
く
、「
高
皇
帝
大
い
に
怒
り
、『
趣す

み
やか

に
我
が

國
を
歸
せ
。
不

し
か
ら
ずん

ば
、九
⺼
必
ず
汝
を
殺
さ
ん
』
と
」
と
。

捕
し
て
之
を
殺
す
。

治
者
掌
寇
大
夫
陳
成
自
ら
免
じ
官
を
去
る
。
眞
定
の
劉
都
等
兵
を
舉
げ
ん
こ
と
を
謀

り
、發
覺
し
て
、皆
誅
さ
る
。
眞
定
の
常
山
に
大
い
に
雹
雨
る
。）（『
漢
書
』
王

傳
中
）

　

長
安
の
「
狂
女
子
」
の
碧
は
、「
高
皇
帝
大
い
に
怒
り
、『
趣す

み
やか

に
我
が
國
を
歸

せ
。
不

し
か
ら
ずん

ば
、
九
⺼
必
ず
汝
を
殺
さ
ん
』
と
」
と
、
高
祖
・
劉
邦
の
言

を
傳
え

て
い
る
。
こ
こ
で
、
死
者
の
言

を
傳
え
る
碧
は
「
狂
女
子
」
と
、「
狂
」
を
冠

し
て
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

本

冐
頭
に
擧
げ
た
『
史
記
』
淮
陰
侯
列
傳
で
は
、「
詳
狂
し
て
巫
と
爲
る
」

と
あ
り
、「
狂
」
う
こ
と
が
、「
巫
」
に
な
る
こ
と
の
歬
提
と
さ
れ
て
い
た
。『
後

漢
書
』
劉
玄
劉
盆
子
列
傳
で
は
、
死
者
の
憑
依
し
た
「
巫
」
が
そ
の
言

を
發
す

る
際
に
、「
狂
言
」
と
表
現
さ
れ
て
い
た
。『
漢
書
』
王

傳
で
は
、
同

に
死
者

の
言

を
傳
え
る
者
が
「
狂
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。「
狂
」
う
こ
と
が
「
巫
」
に

な
る
歬
提
と
さ
れ
、「
巫
」
と
「
狂
」
は
と
も
に
死
者
の
言

を
傳
え
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、『
後
漢
書
』
で
「
齊
巫
」
に
對
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
「
狂
言
」
と
い

う
語
は
、
瀕
死
の
人
閒
が
言

を
發
す
る
際
に
も
使
用
さ
れ
る
。
後
秦
の
姚

は
、
死
ぬ
閒
際
に

堅
の
亡
霊
を

に
見
て
、「
狂
言
」
を
發
す
る
。

な
る
」
と
い
う
現
象
が
一
般
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う（

（（
（

。

　

ま
た
『
後
漢
書
』
の
記
載
で
は
、
王

の
新
末
、
赤
眉
軍
・
樊
崇
ら
の
陣
中

で
、「
巫
」
に
城
陽
の
景
王
が
憑
依
し
「
狂
言
」
し
て
い
る
。

軍
中
常
㊒
齊
巫
、鼓
舞
祠
城
陽
景
王
、以
求
福
助
。
巫
狂
言
景
王
大
怒
曰
、「
當

爲
縣
官
、
何
故
爲
賊
」。
㊒
笑
巫
者
輒
病
、
軍
中

動
。
時
方

弟
陽
怨
更

始
殺
其
兄
、乃
逆
說
崇
等
曰
、「
更
始

亂
、政
令
不
行
。
…
…
不
如
立
宗
室
、

挾
義
誅
伐
。以
此
號
令
、誰
敢
不
服
」。崇
等
以
爲
然
、而
巫
言
益
甚
。歬
及
鄭
、

乃
相
與
議
曰
、「
今
廹
近
長
安
、
而
鬼
神
如
此
。
當
求
劉
氏
共
尊
立
之
」。
六

⺼
、
遂
立
盆
子
爲
帝
、
自
號
建
世
元
年
。（
軍
中
に
常
に
齊
巫
㊒
り
、
鼓
舞
し
城

陽
の
景
王
を
祠
り
、以
て
福
助
を
求
む
。
巫
は
景
王
大
い
に
怒
る
と
狂
言
し
て
曰
く
、

「
當
に
縣
官
と
爲
る
べ
し
、
何
の
故
に
賊
と
爲
る
」
と
。
巫
を
笑
う
者
輒
ち
病
む
こ
と

㊒
り
、
軍
中

動
す
。
時
に
方

の
弟
陽
は
更
始
の
其
の
兄
を
殺
す
を
怨
み
、
乃
ち

崇
等
に
逆
說
し
て
曰
く
、「
更
始

亂
し
、
政
令
行
わ
れ
ず
。
…
…
宗
室
を
立
て
、
義

を
挾
み
誅
伐
す
る
に
如
か
ず
。
此
の
號
令
を
以
て
せ
ば
、誰
か
敢
え
て
服
さ
ざ
ら
ん
」

と
。
崇
等
以
て
然
り
と
爲
し
て
、而
し
て
巫
の
言
益
ま
す
甚
だ
し
。
歬す

す

み
て
鄭
に
及
び
、

乃
ち
相
い
與
に
議
し
て
曰
く
、「
今　

長
安
に
廹
近
し
て
、
鬼
神　

此
く
の
如
し
。
當

に
劉
氏
を
求
め
て
共
に
之
を
尊
立
す
べ
し
」と
。
六
⺼
、遂
に
盆
子
を
立
て
帝
と
爲
し
、

自
ら
建
世
元
年
と
號
す
。）（『
後
漢
書

（
（（
（

』
劉
玄
劉
盆
子
列
傳
）

　

赤
眉
軍
の
軍
中
で
は
、「
齊
巫
」
が
城
陽
の
景
王
を
祭
っ
て
、
神
助
を
求
め
て

い
た
。
こ
の
「
齊
巫
」
に
、
城
陽
の
景
王
が
憑
依
し
て
「
當
に
縣
官
と
爲
る
べ

し
、
何
の
故
に
賊
と
爲
る
」
と
、「
狂
言
」
す
る
。
樊
崇
ら
は
、「
齊
巫
」
の
「
狂

言
」
に
從
い
、
劉
盆
子
を
探
し
出
し
擁
立
す
る
。「
巫
」
に
死
者
が
憑
依
し
て
、

人
々
に
言

を
傳
え
る
こ
と
を
、『
後
漢
書
』
で
は
「
狂
言
」
と
表
現
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
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。

　

そ
れ
で
は
、「
狂
」
と
は
ど
の
よ
う
に
認

さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
次

で
は
、「
狂
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

三　
「
狂
」
に
つ
い
て

　
「
狂
」
の
姿
に
つ
い
て
、『
論
衡（

（（
（

』
で
は
以
下
の
よ
う
に

寫
し
て
い
る
。

一
曰
、
人
之
見
鬼
、
目
光
與
臥
亂
也
。
人
之
晝
也
、
氣
倦
精
盡
、
夜
則
欲
臥
。

臥
而
目
光
反
、
反
而
精
神
見
人
物
之
象
矣
。
…
…
何
以
驗
之
。
以
狂
者
見
鬼

也
。
狂
癡
獨
語
、
不
與
善
人
相
得
者
、
病
困
精
亂
也
。
夫
病
且
死
之
時
、
亦

與
狂
等
。
臥
病
及
狂
、
三
者
皆
精
衰
倦
、
目
光
反
照
、
故
皆
獨
見
人
物
之
象

焉
。（
一
に
曰
く
、人
の
鬼
を
見
る
、目
光
臥
す
が
與た

め

に
亂
る
れ
ば
な
り
。
人
の
晝
や
、

氣
倦
み
精
盡
き
、
夜
は
則
ち
臥
せ
ん
と
欲
す
。
臥
す
れ
ば
目
光
反
り
、
反
れ
ば
精
神

人
物
の
象
を
見
る
。
…
…
何
を
以
て
之
を
驗
す
。
狂
者
の
鬼
を
見
る
を
以
て
す
る
な

り
。
狂
癡
獨
語
し
、
善
人
と
相
い
得
ざ
る
は
、
病
困
し
精
亂
る
れ
ば
な
り
。
夫
れ
病

み
て
且
に
死
せ
ん
と
す
る
の
時
も
、
亦
た
狂
と
等
し
。
臥
・
病
及
び
狂
、
三
者
は
皆

な
精
衰
倦
し
、
目
光
反
照
す
、
故
に
皆
な
獨
り
人
物
の
象
を
見
る
。）（『
論
衡
』
訂
鬼

第
六
十
五
）

　

右
に
引
い
た
『
論
衡
』
訂
鬼
篇
で
は
、「
何
を
以
て
之
を
驗
す
。
狂
者
の
鬼
を

見
る
を
以
て
す
る
な
り
。
狂
癡
獨
語
し
、
善
人
と
相
い
得
ざ
る
は
、
病
困
し
精
亂

る
れ
ば
な
り
」
と
述
べ
て
お
り
、「
狂
者
」
は
「
鬼
」
を
見（

（（
（

、「
獨
語
」
す
る
も
の

と
認

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
う
え
「
訂
鬼
」
篇
で
は
、「
夫
れ
病
み
て
且
に
死
せ
ん
と
す
る
の
時
も
、

亦
た
狂
と
等
し
」
と
し
て
、「
狂
」
は
い
ま
わ
の
際
に
あ
る
者
と
同
じ
だ
、
と
も

言
う
。
こ
の
「
病
み
て
且
に
死
せ
ん
と
す
る
」
者
が
發
す
る
「
獨
語
」
は
、
歬

で
擧
げ
た
瀕
死
の
姚

が
發
し
て
い
た
「
狂
言
」
と
、
狀
況
的
に
み
て
同
じ
も
の

如
長
安
、
至
於
新

堡
、
疾
篤
、
輿
疾
而
進
。

堅
將
天
官
使
者
鬼
兵

數
百
突
入
營
中
。

懼
走
入
宮
。
宮
人
迎

刺
鬼
、誤
中

陰
。
鬼
相
謂
曰
、

「
正
中
死
處
」。
拔
矛
出
血
石
餘
。
寤
而

悸
、
遂
患
陰
腫
、
醫
刺
之
、
出
血

如

。

遂
狂
言
、或
稱
「
臣

、殺
陛
下
者
兄
襄
、非
臣
之
罪
、願
不
枉
臣
」。

至
長
安
。
…
…
以
太
元
十
八
年
死
。
時
年
六
十
四
、
在
位
八
年
。
…
…
（

　

長
安
に
如
き
、
新

堡
に
至
り
、
疾
篤
く
、
疾
を
輿
せ
て
進
む
。

堅
の
天
官
使

者
・
鬼
兵
數
百
を
將
い
て
營
中
に
突
入
す
る
を

む
。

懼
れ
走
り
て
宮
に
入
る
。

宮
人
は

を
迎
え
て
鬼
を
刺
す
に
、誤
り
て

の
陰
に
中
る
。
鬼
相
い
謂
い
て
曰
く
、

「
正
に
死
處
に
中
る
」と
。
矛
を
拔
け
ば
出
血
す
る
こ
と
石
餘
な
り
。
寤
め
て

悸
し
、

遂
に
陰
の
腫
を
患
い
、
醫
の
之
を
刺
せ
ば
、
出
血
す
る
こ
と

の
如
し
。

遂
に
狂

言
し
、
或
い
は
稱
す
「
臣

、
陛
下
を
殺
す
者
は
兄
襄
な
り
、
臣
の
罪
に
非
ず
、
願

わ
く
は
臣
を
枉
げ
ざ
ら
ん
こ
と
を
」
と
。
長
安
に
至
る
。
…
…
太
元
十
八
年
を
以
て

死
す
。
時
に
年
六
十
四
、
位
に
在
る
こ
と
、
八
年
。）（『
晉
書

（
（（
（

』「
載
記
第
十
六
」
姚

）

　

姚

は
、

の
中
で
宮
人
に
誤
っ
て
傷
つ
け
ら
れ
た
。
現
實
で
は
、

で
傷
つ

け
ら
れ
た
箇
所
に
腫
瘍
が
で
き
る
。
醫
者
が
、
こ
の
腫
瘍
を
刺
す
と
多
量
に
出
血

し
て
し
ま
う
。
こ
の
時
姚

は
、

堅
に
對
し
て
「
臣

、
陛
下
を
殺
す
者
は
兄

襄
な
り
、
臣
の
罪
に
非
ず
、
願
わ
く
は
臣
を
枉
げ
ざ
ら
ん
こ
と
を
」
と
「
狂
言
」

し
、
そ
の
年
の
う
ち
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

瀕
死
の
者
が
「
狂
言
」
を
發
す
る
例
は
、
姚

の
他
に
、『
寃
魂
志
』
に
記
さ

れ
る
「
孫
峻
」
の
例
を
擧
げ
る
こ
と
が
で
き
る（

（（
（

。

　

つ
ま
り
、「
狂
言
」
と
は
、
死
者
の
言

を
語
り
傳
え
た
り
、
瀕
死
の
者
が
死

者
に
語
り
か
け
た
り
す
る
際
に
使
わ
れ
て
お
り
、
死
者
と
密

に
關
わ
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
死
者
と
密

に
關
わ
っ
て
い
る
點
は
、『
漢
書
』
の

「
長
安
の
狂
女
子
碧
」
の
例
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、「
狂
」
に
つ
い
て
も
同

で
あ



「
日
書
」
に
見
え
る
巫
と
狂
と
の
關
係
に
つ
い
て

一
一

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
詰
」
篇
で
は
「
是
れ
陽
鬼
樂こ

の

み
て
之
に
從
う
」
と
さ
れ
て
い

た
。
女
子
に
取
り
憑
く
と
さ
れ
る
、
こ
の
「
陽
鬼
」
な
る
モ
ノ
は
、
ど
の
よ
う
な

存
在
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
陽
鬼
」
は
、
睡
虎
地
秦

「
詰
」
篇
の
別
の
條
り
に
も
登
場
す
る
。

竈
毋
（
無
）
故
不
可
以
孰
（
熟
）
⻝
、陽
鬼
取
其
氣
。
燔
豕
矢
［842

背
面
・
上
段
］

室
中
、則
止
矣
。［841

背
面
・
上
段
］（
竈　

故
無
く
以
て
⻝
を
熟
す
べ
か
ら
ず
ん
ば
、

陽
鬼
其
の
氣
を
取
る
。
豕
矢
を
室
中
に
燔
か
ば
、
則
ち
止
ま
ん
。）（
睡
虎
地
・
甲
）

　
「
竈　

故
無
く
以
て
⻝
を
熟
す
べ
か
ら
ず
ん
ば
、
陽
鬼
其
の
氣
を
取
る
」
と
あ

り
、「
陽
鬼
」
が
竈
の
氣
を
吸
い
取
り
、
⻝
物
を
煮
え
な
く
さ
せ
て
い
る
、
と
い

う
。
竈
の
氣
を
取
る
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
は
、
當
然
、「
陽
鬼
」
は
「
陽
の

氣
」
を
好
む
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
、「
鬼
」
と
「
陽
の
氣
」
の
關
係
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
。『
論
衡
』
訂
鬼
篇
で
は
、「
鬼
」
と
「
陽
の
氣
」
の
關
係
に
つ
い

て
、
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

鬼
、陽
氣
也
。
時

時
見
。
陽
氣
赤
、故
世
人
盡
見
鬼
、其
色
純
朱
。
…
…
言
・

火
同
氣
、
故

謠
・
詩
歌
爲
妖
言
。
言
出
文
成
、
故
世
㊒
文
書
之
怪
。
世
謂

子
爲
陽
、
故
妖
言
出
於
小

。
・
巫
含
陽
、
故
大
雩
之
祭
、
舞

暴
巫
。

…
…
巫
含
陽
氣
、
以
故
陽
地
之
民
多
爲
巫
。
巫
黨
於
鬼
、
故
巫
者
爲
鬼
巫
。

鬼
巫
比
於

謠
、
故
巫
之
審
者
、
能
處
吉
凶
。
…
…
（
鬼
は
、
陽
の
氣
な
り
。

時
に

れ
時
に
見
る
。
陽
の
氣
は
赤
し
、
故
に
世
人
盡
く
鬼
を
見
る
に
、
其
の
色
純

朱
な
り
。
…
…
言
・
火
は
氣
を
同
じ
く
す
、
故
に

謠
・
詩
歌
は
妖
言
と
爲
す
。
言

出
で
て
文
成
る
、
故
に
世
に
文
書
の
怪
㊒
り
。
世
に

子
を
謂
い
て
陽
と
爲
す
、
故

に
妖
言
は
小

よ
り
出
づ
。

・
巫
は
陽
を
含
む
、
故
に
大
雩
の
祭
に
、

を
舞
わ

し
め
巫
を
暴さ

ら

す
。…
…
巫
は
陽
の
氣
を
含
む
、故
を
以
て
陽
の
地
の
民
多
く
巫
と
爲
る
。

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
「
日
書
」
で
は
、「
狂
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
睡
虎
地
秦

「
詰
」
篇（

（（
（

に
見
え
る
「
狂
癡
」
と
い
う
言

を
、
手
掛
か
り
と
し
て
擧
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

女
子
不
（
丕（

（（
（

）
狂
癡
、
歌
以
生
商（

（（
（

、
是
陽
鬼
樂
從
之
。［849

背
面
・
中
段
］

以
北
鄕
（
嚮
）
□
之
辨
二
七
燔
、
以
灰
□
⻝
⻝
之
、
鬼
去
。［848

背
面
・
中
段
］

（
女
子
丕お

お

い
に
狂
癡
し
て
、
歌
い
て
以
て
商
を
生
ず
、
是
れ
陽
鬼
樂こ

の

み
て
之
に
從
う
。

以
て
北
嚮
し
□
の
辨
二
七
燔
き
て
、
灰
を
以
て
□
⻝
し
之
を
⻝
ら
わ
ば
、
鬼
去
る

（
（（
（

。）

（
睡
虎
地
・
甲
）

　
「
詰
」
篇
で
は
、「
女
子
が
大
い
に
狂
癡
し
て
、
悲
し
げ
な
商
の
♫
色
で
歌
う
」

こ
と
が

常
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
原
因
は
「
陽
鬼
が
取
り
憑
い
て
い
る
か
ら

だ
」
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
傳
世
文
獻
で
は
、『
論
衡
』
率
性
篇
に
「
癡
狂
」
が
「
路
に
歌

」
す

る
と
い
う

寫
が
見
ら
れ
る
。

㊒
癡
狂
之
疾
、
歌

於
路
、
不
曉
東
西
、
不
睹
燥
濕
、
不
覺
疾
病
、
不
知
飢

飽
、
性
已
毀
傷
、
不
可
如
何
。
歬
無
所

、
卻
無
所
畏
也
。
是
故
王
法
、
不

廢
學
校
之
官
、不
除
獄
理
之
吏
、欲
令
凢
衆
見
禮
義
之
敎
。（
癡
狂
の
疾
㊒
る
は
、

路
に
歌

し
、
東
西
を
曉
ら
ず
、
燥
濕
を
睹
ず
、
疾
病
を
覺
ら
ず
、
飢
飽
を
知
ら
ず
、

性
已
に
毀
傷
す
れ
ば
、
如
何
と
も
す
べ
か
ら
ず
。
歬
み
て

る
所
無
く
、
卻
き
て
畏

る
る
所
無
き
な
り
。
是
の
故
に
王
法
、
學
校
の
官
を
廢
せ
ず
、
獄
理
の
吏
を
除
か
ず
、

凢
衆
を
し
て
禮
義
の
敎
を
見
し
め
ん
と
欲
す
。）（『
論
衡
』
率
性
第
八
）

　
「
癡
狂
の
疾
」
が
あ
る
者
は
、
衟
で
歌
い
泣
く
と
さ
れ
て
い
る
。「
率
性
」
篇

の
「
癡
狂
」
に
對
す
る
認

と
、
歬
揭
し
た
「
詰
」
篇
か
ら
窺
え
る
「
狂
癡
」
に

對
す
る
認

と
は
、
一
致
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
秦
代
か
ら
後
漢
に
か
け
て
の

「
狂
」
の

念
は
、
あ
る
程
度
共
通
し
て
い
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
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ま
と
め

　

第
二

で
擧
げ
た
『
史
記
』
で
は
、

通
が
「
詳
狂
し
て
巫
と
爲
る
」
と
さ
れ

て
お
り
、
狂
う
こ
と
が
「
巫
」
と
な
る
こ
と
の
歬
提
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

『
後
漢
書
』
で
は
「
齊
巫
」
が
「
狂
言
」
し
て
、『
漢
書
』
で
は
「
狂
女
子
碧
」

が
、
そ
れ
ぞ
れ
死
者
の
言

を
傳
え
て
い
た
。
さ
ら
に
、
姚

は
死
に
瀕
し
て
死

者
に
「
狂
言
」
し
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
傳
世
文
獻
か
ら
は
、「
巫
」
と
「
狂
」
と
が
非
常
に
密

な
關
係
に
あ

り
、「
狂
」
と
死
者
も
同

に
密

な
關
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
讀
み
取
れ
た
。

　

第
三

で
擧
げ
た
睡
虎
地
秦

「
日
書
」
詰
篇
及
び
『
論
衡
』
訂
鬼
篇
で
は
、

「
巫
」・「
狂
」
と
も
に
「
陽
の
氣
」
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
し

て
、「
陽
の
氣
」
を
含
む
こ
と
は
、
同
時
に
「
鬼
」
と
同
類
の
輩
と
な
る
こ
と
で

も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、「
巫
」
も
「
狂
」
も
、
謂
わ
ば
「
鬼
」
の
世
界
に
屬
す
る

點
で
同
質
で
あ
る
と
、
當
時
の
人
々
に
認

さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

　

第
一

で
確
認
し
た
よ
う
に
、「
巫
」
と
な
る
に
は
、
何
ら
か
の
神
祕
體
驗
を

經
る
と
さ
れ
て
い
た
。「
巫
」
と
「
狂
」
が
同
質
の
も
の
で
あ
る
が
故
に
、「
巫
」

は
神
祕
體
驗
を
經
る
過
程
に
お
い
て
「
狂
」
の
狀
態
と
な
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
巫
」
の
持
つ
「
狂
」
の
側
面
は
、「
祝
」・「
宗
」・「
卜
」・「
史
」
な
ど
の
他
の

宗
敎
者
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
神
祕
體
驗
と
し
て
の
「
狂
」
が
、

「
巫
」
を
他
の
宗
敎
者
か
ら
差
別
化
し
、
特
徵
付
け
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
第
一

で
擧
げ
た
「
日
書
」
置
室
門
篇
で
は
、
同
じ
「
則

光
門
」
の
占
辭
の
中
で
、「
狂
」（
睡
虎
地
・
甲
）
と
「
巫
」（
放
馬
灘
秦

）
が
入

れ
替
わ
る
よ
う
に
現
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
孔
家
坡
漢

の
「
則
光

巫
は
鬼
に
黨
す
、
故
に
巫
者
は
鬼
巫
と
爲
す
。
鬼
巫
は

謠
に
比ひ

と

し
、
故
に
巫
の
審

ら
か
な
る
者
は
、
能
く
吉
凶
に
處
す
。
…
…
）（『
論
衡
』
訂
鬼
第
六
十
五
）

　

す
な
わ
ち
、『
論
衡
』
訂
鬼
篇
に
據
れ
ば
、「
鬼
」
は
「
陽
の
氣
」
で
あ
り
、

「
巫
は
陽
の
氣
を
含
む
」
の
で
、「
巫
は
鬼
に
黨
す
」
と
言
い
、「
鬼
」
と
「
巫
」

は
同
類
の
輩
で
あ
る
と
さ
れ
る
。「
訂
鬼
」
篇
に
記
さ
れ
る
「
陽
の
氣
」
で
あ
る

「
鬼
」
と
、「
詰
」
篇
で
言
う
竈
の
氣
を
吸
い
取
る
「
陽
鬼
」
と
は
、
ほ
ぼ
同
じ
も

の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

續
け
て
「
訂
鬼
」
篇
は
い
う
。「
言
」
と
「
火
」
は
同
じ
氣
で
あ
る
、「

」
は

「
陽
」
で
あ
る
の
で
、「

」
か
ら
出
る
「
妖
言
」
す
な
わ
ち
「

謠
・
詩
歌
」

も
、「
陽
」
で
あ
る
、
と
。
そ
れ
故
、「
鬼
巫
は

謠
に
比ひ

と

し
」
と
も
言
う
。

　

以
上
に
引
用
し
た
『
論
衡
』
訂
鬼
篇
か
ら
は
、「
鬼
」
と
「
巫
」
と
「

謠
・

詩
歌
」
と
が
、「
陽
の
氣
」
に
よ
っ
て
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
る
、
と
い
う
認

を
讀
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。「
訂
鬼
」
篇
の
議
論
を
端
的
に
ま
と
め
る
と
、

「
鬼
」・「
巫
」・「

謠
・
詩
歌
」
は
「
陽
の
氣
」
に
屬
し
て
い
る
の
で
、
み
な
同

類
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
こ
で
、
九
頁
に
擧
げ
た
睡
虎
地
秦

「
日
書
」
詰
篇
を
も
う
一
度
見
れ
ば
、

女
子
が
「
狂
癡
」
し
て
「
歌
」
い
、「
陽
鬼
」
が
「
樂
み
て
之
に
從
う
」
と
あ

る
。
こ
れ
は
、「
狂
」
や
「
歌
」
が
「
陽
の
氣
」
と
同
類
で
あ
り
、
そ
れ
故
「
陽

鬼
」
が
取
り
憑
い
た
、
と
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

も
し
そ
う
と
す
る
な
ら
、
睡
虎
地
秦

「
日
書
」
詰
篇
で
「
歌
い
て
以
て
商
を

生
ず
」
や
『
論
衡
』
率
性
篇
で
「
路
に
歌

す
」
と
さ
れ
て
い
た
「
狂
」
も
、

「
巫
」
と
同

、「
陽
の
氣
」
を
含
ん
で
い
る
と
認

さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。



「
日
書
」
に
見
え
る
巫
と
狂
と
の
關
係
に
つ
い
て

一
三

（
12
）　

拙
稿
「
古
代
中
國
に
於
け
る
宗
敎

能
者
の
諸
相―

巫
と
祝
宗
卜
史―

」（

谷

龍
太
・

澤
克
彥
編
『
東
北
ア
ジ
ア
硏
究
セ
ン
タ
ー
報
吿
８
號　

身
體
的
實
踐
と
し

て
の
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
』
東
北
大
學
東
北
ア
ジ
ア
硏
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
三
年
）。

（
13
）　M

.Eliade,Sham
anism

,A
rchaic Techniques of Ecstacy,translated 

from
 the french by W

illard R.Trask,Bollingen Series LXXVI,Published 
by Bollingen Foundation,N

ew
 York,1964,p451-453. 

ミ
ル
チ
ア
・
エ
リ
ア

ー
デ

・
堀
一
郞
譯
『
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム　

下
』（
ち
く
ま
學

文
庫
、
二
〇
〇
四

年
）、
二
四
八
～
二
四
九
頁
。

（
14
）　

巫
と
記
さ
れ
る
と
き
こ
れ
を
シ
ャ
マ
ン
と
理
解
し
て
さ
し

え
な
い
こ
と
は
承
認

さ
れ
よ
う
。
古
代
漢
族
の
巫
が
シ
ャ
マ
ン
の
特
質
で
あ
る
脫
魂
な
い
し
憑
依
の
宗
敎

經
驗
を
㊒
し
た
こ
と
が
實
證
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
に
せ
よ
、
そ
れ
ら
を
㊒
し
た
と

然
的
に
推
定
さ
れ
る
ア
ル
タ
イ
系
民
族
の
呪
術
者
と
し
て
胡
巫
の
稱
あ
り
、
ま

た
越
巫
等
の
名
も
い
わ
ゆ
る
南
方
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
を
擔
っ
た
宗
敎
者
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
…
…
そ
れ
ら
に
從
事
す
る
と
き
に
忘
我
失
神
の
現
象
が
伴
わ
な
く
て
も
、

巫
と
し
て
機
能
し
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
事
は
巫
と
い
っ
て
も
眞
正
・
純

粹
で
な
い
い
わ
ゆ
る
假
巫
も
ま
た
存
在
し
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
同
じ
よ
う
な
事

態
は
他
の
民
族
社
會
の
シ
ャ
マ
ン
（
シ
ャ
マ
ン
と
等
値
の
諸
種
の
呼
稱
を
も
つ
術
者

sorcerer

）
に
つ
い
て
見
ら
れ
る
の
で
、
巫
を
シ
ャ
マ
ン
と
譯
し
て
何
ら

は
な

い
。（
宮
川
氏
㊟
（
10
）
所
揭
書
、
二
十
五
頁
）

（
15
）　

矢
田
尙
子
「
楚
辭
「
離
騷
」
の
天
界
遊
行
に
つ
い
て
」（『
東
北
大
學
中
國
語
學
文

學
論
集
』
第
６
／
７
合
併
號
、
二
〇
〇
二
年
）、
十
三
頁
。

（
16
）　

そ
れ
ぞ
れ
の
「
日
書
」
の
出
土
狀
況
に
つ
い
て
は
、
工

元
男
『
占
い
と
中
國
古

代
社
會　

發
掘
さ
れ
た
古
文
獻
が
語
る
』（
二
〇
一
一
年
、
東
方
書
店
）
が
ま
と
ま

っ
て
お
り
、
理
解
し
や
す
い
。

（
17
）　

一
九
七
五
年
十
二
⺼
、
湖
北
省
雲

縣
睡
虎
地
の
戰
國
末
朞
か
ら
秦
初
に
か
け
て

の
一
二
基
の

群
の
中
、
一
一
號

か
ら
發
掘
さ
れ
た
。
當

の
一
一
號

は
小
型

門
」
の
占
辭
が
、『
隨
州
孔
家
坡
漢

牘
』
釋
文
の
復
元
す
る
よ
う
に
「
巫
と

爲
ら
ず
ん
ば
乃
ち
狂
う
」
と
讀
む
の
で
あ
れ
ば
、
睡
虎
地
秦

「
則
光
門
」
及
び

放
馬
灘
秦

「
則
光
門
」
の
占
辭
と
、
同

の
例
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

あ
る
者
が
「
巫
」
と
な
る
際
、
神
祕
體
驗
と
し
て
「
狂
」
を
經
て
い
る
が
故

に
、「
巫
」
に
な
ら
な
け
れ
ば
あ
と
は
「
狂
」
で
い
る
し
か
な
い
、
と
考
え
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。

㊟
（
１
）　

狩
野
直
喜
『

那
學
文

』（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
二
七
年
）
二
三
～
三
九
頁
。

初
出
は
、『
哲
學
硏
究
』
一
九
一
六
年
七
⺼
。

（
2
）　

狩
野
氏
㊟
（
１
）
所
揭
書
四
〇
～
五
七
頁
。
初
出
は
、『

文
』
第
八
年
第
三
號
、

一
九
一
七
年
三
⺼
。

（
3
）　

狩
野
氏
㊟
（
１
）
所
揭
書
五
八
～
七
七
頁
。
初
出
は
、『

文
』
第
九
年
第
六
號
、

一
九
一
八
年
六
⺼
。

（
4
）　

狩
野
氏
㊟
（
１
）
所
揭
書
二
三
頁
參
照
。

（
5
）　

狩
野
氏
㊟
（
１
）
所
揭
書
三
九
頁
參
照
。

（
6
）　

狩
野
氏
㊟
（
１
）
所
揭
書
四
八
頁
參
照
。

（
7
）　

狩
野
氏
㊟
（
１
）
所
揭
書
五
六
頁
參
照
。

（
8
）　
『
神
衟
史
硏
究
』
第
二
卷
第
五
號
、
一
九
五
四
年
。

（
9
）　
『
巫
系
文
學
論
』
大
學
書
房
、
一
九
六
九
年
。

（
10
）　
『
東
海
大
學
紀
要
文
學

』
四
八
、
一
九
八
七
年
。

（
11
）　

現
在
漢
學
家
比
較
喜

用
來
自
最
後
一
詞
的sham

anism

（

滿
敎
）

指
世

界
各
地
的
巫
術
、
特
別
是
東
北
亞
和
中
南
美
的
巫
術
、
其
中
也
包
括
中
國
的
巫
術
、

想
憑
這
種
跨
文
化
的
槪
念
來
解
讀
中
國
考
古
／

術
材
料
的
視
覺
形
象
。（
原
文

體
字
）（「
先
秦
兩
漢
文
字
史
料
中
的
〝
巫
〟（
上
）」『
中
國
方
術
續
考
』
中

書
局
、

二
〇
〇
六
年
、
四
一
頁
）。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
六
集

一
四

首
」・「

」
と
「
也
」
字
の
使
用
狀
況
を
檢
討
し
、
當

を

一
後
の
秦
代
の

鈔
本
で
あ
る
と
す
る
。
張
德

主
編
・
孫
占
宇

『
天
水
放
馬
灘
秦

集
釋
』（
甘

肅
文
化
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
。
以
下
『
集
釋
』
と
略
稱
す
る
。）
は
、「
此
二
詞

（
字
）（「
黔
首
」・「

」
を
指
す―

引
用
者
㊟
）
皆
是
秦

一
歬
已
㊒
的
用
詞
（
字
），

或
是
後
來
才
被
始
皇
帝
定
爲
標
準
用
詞
（
字
）
推
行
全
國
的
，
與
我
們
的

斷
幷
不

矛
盾
。」
と
す
る
。

（
19
）　

一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
か
け
て
、
湖
北
省
隨
州
市
で
、
一
五
基
の
歬
漢

が
發
見
・
發
掘
さ
れ
た
。
孔
家
坡
漢

は
、
隨
州
の
北
東
、
町
の
中
心
か
ら
二
・
五

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
レ
ン
ガ
工
場
の
土
取
り
場
の
旉
地
內
に
位
置
し
て
い
る
。「
日

書
」
は
、
そ
の
う
ち
の
Ｍ
八
號

か
ら
出
土
し
た
。
同
時
に
出
土
し
た
木
牘
か
ら
、

當

は
歬
漢
・
景
帝
の
後
元
二
年
（
歬
一
四
二
年
）
が
下

年
代
と
さ
れ
る
。（
湖

北
省
文
物
考
古
硏
究
所
隨
州
考
古
隊
編
『
隨
州
孔
家
坡
漢

牘
』
文
物
出
版
社
、

二
〇
〇
六
年
）

（
20
）　

睡
虎
地
秦

「
日
書
」
乙
種
に
は
、「
斗
、
利
祠
及
行
賈
賈
市
、
吉
。
取
（
娶
）

妻
、
妻
爲
巫
。
生
子
、
不
到
三
年
死
。
不
可
攻
。［998

上
段
］」
と
あ
る
。
甲
種

「
可
以
攻
伐
」
の

分
を
、
乙
種
で
は
「
不
可
攻
」
に
作
っ
て
い
る
。

（
21
）　

翼
、
利
行
。
不
可
臧
。
以
祠
、
必
㊒
火
起
。
取
（
娶
）
妻
、
必

。
生
子
、
男
爲

見
、
女
爲
巫
。［989

上
段
］（
睡
虎
地
・
乙
）

（
22
）　
『
隨
州
孔
家
坡
漢

牘
』
に
「（
翼
）、
…
（
斷

）
…
□
（
起
）。
取
（
娶
）

妻
、
妻

。
司
臧
。
以
生
子
、
爲
巫
、
男
爲
見
（
覡
）。
可
以
□
門
牖
。［
75
］」
と

あ
る
。
な
お
「
爲
巫
」
に
つ
い
て
、
㊟
釋
は
「「
爲
」
字
歬
可
能
訛
脫
了
「
女
」
字
。

古
稱
女
巫
爲
巫
，
男
巫
爲
覡
。」
と
す
る
。

（
23
）　

工

元
男
『
睡
虎
地
秦

よ
り
み
た
秦
代
の
國
家
と
社
會
』「
第
六
　

先
秦
社

會
の
行
神
信
仰
と
禹
」（
創
文
社
、
一
九
九
八
年
）
二
一
三
頁
、
參
照
。
初
出
は
、

「
埋
も
れ
て
い
た
行
神―

主
と
し
て
秦

『
日
書
』
に
よ
る―

」（
東
京
大
學
『
東
洋

文
化
硏
究
所
紀
要
』
第
一
〇
六
册
、
一
九
九
八
年
）。
な
お
、「
門
」
が
、
城
壁
で
は

の
木
郭

で
、
靑
銅
器
・
漆
器
・
陶
器
な
ど
の
隨

品
が
七
〇
件
餘
り
、
竹

は
總

計
一
一
五
五
枚
が
出
土
し
た
。
な
お
「
日
書
」
は
、
甲
種
と
乙
種
の
二
種
類
が
出
土

し
て
い
る
。

主
の
名
は
「
喜
」。
喜
の
生
沒
年
は
、
秦
昭
王
四
五
年
（
歬
二
六
二

年
）
か
ら
秦
始
皇
三
〇
年
（
歬
二
一
七
年
）
で
あ
る
。「
喜
」
は
生
歬
、
安
陸

史
・

安
陸
令
史
・
鄢
令
史
や
鄢
の
獄
吏
等
の
司
法
關
係
の

務
を
歷
任
し
た
（
睡
虎
地
秦

竹

整
理
小
組
編
『
睡
虎
地
秦

竹

』
文
物
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）。
な
お

引
用
と
竹

配
列
番
號
は
、
工

元
男
氏
（『
睡
虎
地
秦

よ
り
み
た
秦
代
の
國
家

と
社
會
』
創
文
社
、
一
九
九
八
年
、「
序

」
一
三
頁
）
の
指

に
從
い
、
雲

睡

虎
地
秦

編
寫
組
『
雲

睡
虎
地
秦

』（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）
に
據
る
。

（
18
）　

放
馬
灘
秦

は
、
一
九
八
六
年
、
甘
肅
省
天
水
市
麥
積
區
黨
川
鄕
放
馬
灘
の
一
號

秦

か
ら
發
掘
さ
れ
た
。
放
馬
灘
は
、
天
水
市
の
東
南
約
七
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
秦

嶺
山
脉
の
中
に
位
置
し
て
い
る
。
當

は
、
黨
川
營
林
所
の
房
舍
建
造
に
伴
う
基

礎
工
事
の
際
、
四
基
の
棺
椁
を
持
つ

と
共
に
、
發
見
さ
れ
た
。
そ
の
後
發
掘
調
査

は
、
三
ヶ
⺼
に
渡
っ
て
行
わ
れ
、
大
小
併
せ
て
一
四
基
の

が
發
掘
さ
れ
た
。
一
四

基
の
う
ち
、
一
三
基
は
秦

で
、
一
基
が
漢

で
あ
る
。
秦

は
、
一
四
基
の

の

う
ち
最
大
の
Ｍ
一
號

か
ら
發
掘
さ
れ
た
。
Ｍ
一
號

は
、
角
が
円
い
長
方
形
の
竪

穴
の
土
坑
で
、
縱
五
メ
ー
ト
ル
・
橫
三
メ
ー
ト
ル
・
深
さ
三
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
一

棺
一
椁
を
備
え
て
お
り
、
多
く
の
隨

品
が
發
掘
さ
れ
た
。
隨

品
は
、
陶
缶
・
陶

壺
・
漆
耳
杯
・
漆
盤
・
漆
樽
な
ど
が
主
な
も
の
で
、
木
板
地
圖
・
竹

文
書
・
算
籌

な
ど
も
共
に
出
土
し
た
。
竹

は
、
全
て
Ｍ
一
號

か
ら
出
土
し
、
全
四
六
一
枚

で
、
保
存
狀
態
は
良
い
。
竹

の
內
容
は
、「
日
書
」
甲
種
七
三
枚
・
乙
種
三
八
一

枚
・「
志
怪
故
事
」
七
枚
で
あ
る
。
Ｍ
一
號

の
下

年
代
に
つ
い
て
、
甘
肅
省
文

物
考
古
硏
究
所
編
『
天
水
放
馬
灘
秦

』（
中

書
局
、
二
〇
〇
九
年
）
は
、「
八
年

八
⺼
己
巳
」
と
記
さ
れ
た
竹

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
約
歬
二
三
九
年
か
ら
始
皇
帝

一
歬
ま
で
の
閒
と
す
る
。
し
か
し
、
海
老
根
良
介
氏
（「
放
馬
灘
秦

鈔
寫
年
代
蠡

測
」『

帛
』
第
七
輯
、
二
〇
一
二
年
）
は
、
當

中
で
の
「
罪
」
と
「
辠
」・「
黔



「
日
書
」
に
見
え
る
巫
と
狂
と
の
關
係
に
つ
い
て

一
五

［1148

］」（
睡
虎
地
・
乙
）・「
辰
、
蟲

（
也
）。
以
亡
、
盜
者
從
東
方
入
、
㊒
從
出

取
者
、
臧
谿
谷

內
中
、
外
人

（
也
）。
其
爲
人
長
頸
小
首
小
目
、
女
子
爲
巫
、

男
子
爲
祝
名
。［
甲
34
］」（
放
馬
灘
）・「
辰
、
□
（
蟲
）
也
。
…
…
□
中
、
□
於
器

閒
。
其
盜
女
子
也
、
爲
巫
、
門
西
出
。［371

］」（
孔
家
坡
）。

（
34
）　

狩
野
氏
㊟
（
１
）
所
揭
書
四
一
～
四三

頁
參
照
。

（
35
）　

㊟
（
12
）
所
揭
書
拙
稿
參
照
。

（
36
）　
『
國
語
』
楚
語
下
で
、

射
父
が
楚
の
昭
王
の
下
問
に
答
え
て
「
非
此
之
謂
也
。

古
者
民
神
不
雜
、
民
之
精
爽
不
攜
貳
者
、
而

能
齊
肅
衷
正
、
其
智
能
上
下
比
義
、

其
聖
能
光
遠
宣
朗
、
其
朙
能
光
照
之
、
其
聰
能
聽
徹
之
。
如
是
則
朙
神

之
、
在

男
曰
覡
、
在
女
曰
巫
。」
と
言
う
。（
徐
元
誥
撰
『
國
語
集
解
（
修
訂
本
）』（
中

書

局
、
二
〇
〇
二
年
）
に
據
る
。）

（
37
）　

以
下
の
『
國
語
』
楚
語
の
原
文
は
㊟
（
36
）
參
照
。

（
38
）　

中

書
局
、
一
九
九
五
年
。

（
39
）　

朱
漢
民
・
陳
松
長
主
篇
『
嶽
麓
書
院

秦

（
壹
）』（
上
海
世
紀
出
版
股
份
㊒
限

公
司
・
上
海
辭
書
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）「
占

書
」
に
は
、「

蛇
入
人
口
、

不
出
、
丈
夫
爲
祝
、
女
子
爲
巫
。」［
18
正
］
と
あ
り
、「
占

書
」
で
も

と
「
巫
」

の
關
係
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
、
祝
と

と
の
關
係
も
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
檢
討
課
題
と
し
た
い
。

（
40
）　

百
衲
本
『
史
記
』
に
據
る
。

（
41
）　

上
揭
の

通
は
、
い
わ
ゆ
る
「
陽
狂
」
の
例
で
あ
る
。「
陽
狂
」
に
つ
い
て

は
、
矢
嶋
美
都
子
氏
『
佯
狂―

古
代
中
國
人
の
處
世
術
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三

年
）・
佐

保
編
『
鳳
よ
鳳
よ―

中
國
文
學
に
お
け
る
〈
狂
〉―

』（
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
九
年
）、
及
び
塚
本
信
也
氏
「「
佯
狂
」
と
そ
の
周
邊
」（『
集
刊
東
洋
學
』
第

一
〇
八
號
、
二
〇
一
三
年
）
を
參
照
。

（
42
）　

百
衲
本
『
後
漢
書
』
に
據
る
。

（
43
）　

百
衲
本
『
晉
書
』
に
據
る
。

な
く
、
各
屋
旉
の
門
を
指
す
と
す
る
見
方
も
あ
る
。（
大
櫛
敦
弘
「
雲

秦

「
日

書
」
に
み
え
る
「
囷き

ん

」
に
つ
い
て
」『
中
國―

社
會
と
文
化
』
第
二
號
、
一
九
八
七

年
）

（
24
）　
『
天
水
放
馬
灘
秦

』
は
「
奴
」
と
釋
文
す
る
が
、『
集
釋
』
に
從
い
「
好
」
と
解

釋
す
る
。

（
25
）　

王
輝
「《
天
水
放
馬
灘
秦

》
校
讀
記
」

帛
網
、
二
〇
一
三
年
五
⺼
九
日
。

（http://w
w
w.bsm

.org.cn/show
_article.php?id=1278

）
及
び
大
西
克
也

「「

」「
也
」
の
交
替―
六
國

一
歬
後
に
於
け
る
書
面
言
語
の
一
側
面
」（『
中
國

出
土
㊮
料
硏
究
』
第
二
號
、
一
九
九
八
）
に
從
い
、「

」
を
「
也
」
と
解
釋
す
る
。

（
26
）　
『
睡
虎
地
秦

竹

』
㊟
釋
は
「
柁
，
疑
讀
爲
袘
，《
儀
禮
・
士
昏
禮
》：「
纁
裳
緇

袘
。」
㊟
：「
袘
謂
緣
，
袘
之
言
施
，
以
緇
緣
裳
。」
袘
衣
裳
，
衣
裳
鑲
邊
，
這
是
一

種
比
較
考
究
的
衣
服
。」
と
す
る
。

（
27
）　
『
隨
州
孔
家
坡
漢

牘
』
㊟
釋
は
「
施
，『
禮
記
』
祭

「
勤
待
命
，
施
於
烝
彝

鼎
」，
㊟
「
施
，
猶

也
」。
施
衣
裳
，
謂
衣
㊒
佩

。」
と
す
る
。

（
28
）　

屈
門
、
其
主
必
昌
富
、
婦
人
必
宜
疾
，
是
謂
鬼
夾
之
［
乙
8
］
門
。
三
歲
更
。［
乙

9
＋
13
下
段
］（
放
馬
灘
）（『
集
釋
』
に
據
る
）

（
29
）　
『
隨
州
孔
家
坡
漢

牘
』
㊟
釋
は
「

，
嫉
妒
。《
廣

・
遇

》：「

，

妬

也
。
女
子
妬
男
子
。」」
と
す
る
。

（
30
）　

孔
家
坡

漢
の
占
辭
に
も
「
□
□
□
□
（
高
門
、
宜
豕
）。
五
歲
弗
更
、
其
主
爲

巫
、
㊒
夭
（
妖
）。［298

上
段
］」
と
あ
り
、
睡
虎
地
秦

と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

（
31
）　
『
隨
州
孔
家
坡
漢

牘
』
の
㊟
釋
は
「
史
，
疑
借
作
「
吏
」。」
と
す
る
。

（
32
）　
『
隨
州
孔
家
坡
漢

牘
』
の
㊟
釋
は
、「「
不
」
下
脫
一
「
死
」
字
。」
と
す
る
。

（
33
）　

上
記
の
ほ
か
「
爲
巫
」
の
用
例
は
、
以
下
に
擧
げ
る
「
盜
者
」
篇
に
も
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
「
盜
者
」
篇
の
用
例
は
、「
巫
と
爲
る
」
で
は
な
く
、「
巫
爲た

り
」
と
讀
む
べ
き
用
例
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「
甲
亡
、
盜
在
西
方
、
一
宇
閒
之
、

⻝
五
口
、
其
疵
其
上
得
…
（
斷

）
…
其
女

母
爲
巫
、
其
門
西
北
出
、
盜
三
人
。
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（
付
記
）

　

本
論
文
は
、
平
成
二
十
六
年
度
科
學
硏
究
費
助
成
事
業
・

手
（
Ｂ
）
課
題
番

號
二
六
七
七
〇
一
二
六
「
出
土
㊮
料
「
日
書
」
に
見
ら
れ
る
「
巫
」
の
硏
究
」
に

よ
る
成
果
の
一

で
あ
る
。

（
44
）　

吳
幼
帝

位
、
諸

恪
輔
政
、
孫
峻
爲
侍
中
大
將
軍
。
恪
强
愎
傲
物
、
峻
嶮
側
而

好

。
鳳
皇
三
年
、
恪
攻
新
城
無
功
而
還
、
峻
將
以
幼
帝
响
恪
而
殺
之
。
其
日
恪
精

神
擾
動
、
通
夕
不
寐
。
張
約
騰
裔
、
以
峻
謀
吿
恪
。
恪
曰
、「
豎
子
其
何
能
爲
。
不

過
因
酒
⻝
、
行
酖
毒
耳
」。
將
親
信
人
、
以
藥
酒
自
隨
。
恪
將
入
、
畜
犬
追
銜
其
衣

裾
、
不
得
去
者
三
。
恪
顧
拊
犬
頭
曰
、「
怖
那
無

也
」。
既
入
、
峻
伏
兵
殺
之
。
峻

後
病
、

爲
恪
所
擊
。
狂
言
常
稱
見
恪
、
遂
死
。
出
『
寃
魂
志
』。（『
法

珠
林
』

（
高
麗
大

經
に
據
る
）
卷
九
四
「
酒
肉
篇
第
九
三
」）

（
45
）　
『
論
衡
』
か
ら
の
引
用
は
、
黃
暉
『
新
編
諸
子
集
成　

論
衡
校
釋
』（
中

書
局
、

一
九
九
〇
年
）
に
據
る
。

（
46
）　
「
狂
」
だ
け
で
は
な
く
「
巫
」
も
鬼
を
見
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、『
抱
朴

子
』
論
仙
篇
に
「
或
云
見
鬼
者
、
在
男
爲
覡
、
在
女
爲
巫
、
當
須
自
然
、
非
可
學
而

得
。」
と
あ
る
。

（
47
）　
「
詰
」
篇
に
つ
い
て
は
、
大
川
俊
隆
氏
「
雲

秦

『
日
書
』「
詰
篇
」
初
考
」

（『
大
阪
產
業
大
學
論
集
人
文
科
學
編
』
八
四
號
、
一
九
九
五
年
）、
大
野
裕
司
氏
「
睡

虎
地
秦

『
日
書
』
に
お
け
る
神
靈
と
時
の
禁
忌
」（『
中
國
出
土
㊮
料
硏
究
』
第
九

號
、
二
〇
〇
五
年
）
參
照
。

（
48
）　

劉
樂
賢
氏
（『
睡
虎
地
秦

秦

日
書
硏
究
』
文
津
出
版
社
、
一
九
九
四
年
、

二
四
二
頁
）
は
、「
按
：
鄭
剛
云
：
〝
不
、
丕
古
通
。〟
可
備
一
說
。」
と
言
う
。

（
49
）　
『
睡
虎
地
秦

竹

』
の
㊟
釋
は
、「《

子
・
王
制
》
㊟
：
商
謂
商
聲
、
哀
思
之

♫
。」
と
す
る
。

（
50
）　

吳
小
强
氏
（『
秦

日
書
集
釋
』
嶽
麓
書
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
四
二
頁
）
は
、

「
女

子
不
瘋
不
傻
，
忽
然
用
不
熟
練
的
商
♫
（
哀
思
之
♫
）
唱
歌
，
這
因
爲
陽
鬼

喜

這
個
姑
娘
而
附
到
了
她
身
體
上
。
從
北
面
的
牆
下
采
集
來
十
四
個

瓣
，
燒
掉

後
，
把
灰
燼
放
到
⻝
物
上
喫
下
去
，
鬼
就
會
離
開
姑
娘
的
身
體
。」（
原
文

體
字
）

と
す
る
。


